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要 旨 
 

当センターでは，県民を対象として，薬用植物の正しい知識普及を目的に，薬草教室を年 8 回開催してきたが，新型

コロナウイルス感染症の感染拡大（以下，「コロナ禍」という．）により，令和元年度末から令和 4 年度途中まで開催中止

を余儀なくされた．とくしまアラート 1) が「レベル 1・感染観察」に引き下げられたことから令和 4 年 11 月に，規模を

縮小し，約 2 年ぶりに開催することができた．今回，薬草教室の再開にあたって，コロナ禍前の実施内容を精査したので

その内容と，参加者の安全対策を最優先し実施した感染対策等について報告する． 
 

Key words：薬草 medicinal herbs，コロナ禍 COVID-19 Pandemic 

 

 

Ⅰ はじめに 

本県では，古くから薬用植物に対する需要が高く，いろい

ろな薬草・薬木等が治療薬，売薬，家庭薬として多く用いら

れてきた． 

本県には，野生の薬用植物や栽培に適した薬用植物が多数

あり，その研究や，標本植物を収集，活用するため，昭和 27

年，当時の旧練兵場跡（現在の徳島県蔵本公園）の一角 4,000 

㎡に徳島県薬用植物栽培試験圃が設置された．その 2 年後，

荒地を整地し，標本植物を移植，徳島大学と協力し，各種研

究を開始した後，一般への栽培の相談，指導に応じるように

なった． 

現在の薬用植物園は，野球場やプール等の設置により，移

転，縮小され，東園・西園あわせ総面積 1,361.6 ㎡となり，

県内でよく使用されるものを中心に約 200 種の薬草と木本類

を植栽している 2) ．管理事務所には生薬標本，薬草写真等を

展示しており，平日の午前 9 時から正午まで，無料で一般公

開を行っている． 

また，薬用植物についての正しい知識を広めるため，県民

を対象に職員が講師となり年 8 回の薬草教室を開催してきた． 

しかし，令和 2 年 3 月から令和 4 年 10 月までの間，コロナ

禍により開催中止を余儀なくされた．令和 4 年 10 月 4 日にと

くしまアラートが｢レベル 2・感染警戒・前期｣から｢レベル 1・

感染観察｣に 1 段階引き下げられたため，令和 4 年 11 月に，

規模を縮小し，必要な感染対策を講じて約 2 年ぶりに開催し

た． 

今回再開にあたって考慮した点や感染予防対策等について

取りまとめたので報告する．  

 

Ⅱ 薬草教室の開催内容 

１ 薬草教室の概要 

 コロナ禍前と再開時の概要を表１に示した． 

 再開にあたっては，感染予防のため，定員を 25 名程度から

10 名に削減し，内容も，屋内での講義やドクダミ茶の提供な

ど感染リスクの高い内容は省き，屋外での観察，説明のみと

した．また，今後の開催の参考にするため，参加者にアンケ

ートを依頼した．アンケートの内容については後述する． 

表 1 薬草教室の概要（コロナ禍前及び再開時） 

 コロナ禍前（～R2. 2） 再開時（R4.11） 

定員 25 名程度 10 名 

募集方法 ホームページ（当セン

ター，徳島県立総合大

学校まなびーあとく

しま） 

徳島新聞（情報とくし

ま） 

蔵本公園事務所，薬草

園前にポスターの掲

示 

蔵本公園事務所のポ

スター掲示はなし． 

それ以外は，変更な

し． 

内容 屋内で講義 

ドクダミ茶の試飲 

屋外での植物（10 種）

の観察，説明 

→見送り 

→見送り 

屋外での植物（10 種）

の観察，説明 

所要時間 1 時間 30 分 1 時間 

開催回数 年 8 回 （R4 年度は 1 回） 

 

Ⅲ 結果及び考察 

１ 参加者の推移 

 参加者の推移を表2に示した． 

令和4年度の応募者は，コロナ禍前より大幅に減少した．原

因としては，県民がコロナ禍を意識し受講を控えていたこと，

2年以上中止していたため募集に気付かなかったこと，さらに

は，主催者側も規模を縮小するため，蔵本公園内のポスター

掲示を見送ったこと等が考えられた． 

表 2 薬草教室の参加者の推移 

 
開催 

回数 

応募者（人） 参加者（人） 

延人数 
1 回 

平均 
延人数 

1 回 

平均 

H30 年度 8 244 30.5 173 21.6 

R1 年度 7 304 43.4 153 21.9 

R2 年度 0 － － － － 

R3 年度 0 － － － － 

R4 年度 1 15 15 10 10 

 

２ アンケート結果 

令和 4 年 11 月開催時に，参加者 10 人に対してアンケート

を実施し，全員から回答を得た．結果を，図 1 に示す．質問

2 では，ほとんどの人が新聞で知ったと回答した．一方，ホ

ームページで開催されることを知った人はいなかった． 

新聞での周知は効果的であるが，広く啓発するためには，

新聞以外の周知方法を工夫することも必要である． 

今回，年齢調査を行わなかったため，年代において利用し

やすい募集方法があるのか不明であるが，今後，幅広い年齢

層の方に来ていただくためにも，SNS など様々な募集方法を

取り入れていくことも検討したい． 

アンケートの最後に今後実施してほしいテーマを募集した

ところ，薬草を使ったお茶や料理，漢方に使用されている薬

草，加工方法などがあった．また感想には，花の季節に来た

いという記述があった． 

今回のアンケート結果をふまえて，テーマ，開催時期につ

いて検討していきたい． 

 

 

 

 

図 1 薬草教室アンケート結果（令和 4 年 11 月実施） 
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図 1 薬草教室アンケート結果（令和 4 年 11 月実施） 
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３ 感染症対策 

 令和 4 年度に開催した薬草教室は，募集人数，実施する内

容の変更など，感染症対策を講じて実施した 3) ． 

感染症対策について下記に示す． 

・手指消毒薬の設置 

・検温の実施 

・マスク着用の徹底 

・大声での会話は禁止 

・徳島県コロナお知らせシステム 4) の使用 

・職員はフェイスシールド着用 

適切な感染対策により，参加者，職員ともに安心して開催

することができた． 

 

Ⅳ まとめ 

薬用植物の知識普及において，希少な薬用植物を実際に見

ながら対面で説明し，受講者の反応も生で感じられる，目で

見て体験できる薬草教室は効果的である． 

感染症パンデミックの流行拡大時期においては，県民の安

全が第一であり中止せざるを得ないが，その状況が落ち着い

た段階で，適切な感染対策をとった上で薬草教室を再開させ

たことは，非常に有意義であった． 

今後も感染症の流行状況と県民の生活様式の変化に応じ

た薬草教室の募集方法，実施方法等，また，他の手法による

啓発なども検討しながら，薬草の正しい知識の普及啓発活動

に取り組んでいきたい. 
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要 旨 
 

  海に面した平野部における地下水の利用にあたり，地下水中に海水が浸入してくる「塩水化現象」がしばしば見ら

れる．徳島県では，臨海部における地下水の塩水化の状況を把握するため，県下の各地域で地下水の塩化物イオン濃

度を測定している．2014年度から 2022年度までの調査結果を報告する. 

 

Key words：臨海部 coastal area，塩水化 salinization，地下水 groundwater，塩化物イオン chloride ion 

浅井戸 shallow well，深井戸 deep well 

 

Ⅰ はじめに 
地下水は，一般には水質が良好で水温の変化が少ない等の

特性により，古くから貴重な水資源として広く利用されてき

た．やがて，各種産業が発展してくると，地下水は，単に生

活用水としてだけではなく，工業用水や農業用水などの種々

の目的に応じて大規模に利用されるに至っている．しかしな

がら，地下水が大量に利用されている海に面した平野部では，

地下水中に海水が侵入する「塩水化現象」がみられる 1) , 2)  ．

塩水化により水道用水の飲用不適, 工業用水水質の悪化, 農

作物への被害等が生じているところがある 3) . 

徳島県は，四国山脈に源を発する吉野川，勝浦川及び那賀

川の流域に平野が広がっており，平野部では，地下水は農業

用水，工業用水，生活用水として広く利用されてきた 4) ． 

各河川の流域では，地下水の大量利用による塩水化等が問

題となり，現在，徳島県生活環境保全条例による規制により

保全を図っている．また，地下水位観測井戸や民間井戸での 

調査を行うことで，地下水の水位や塩水化の状況を把握して

いる．今回，2014年度から 2022年度までの地下水観測井戸

及び民間井戸の塩化物イオン濃度の測定結果について報告す

る． 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

  地下水位観測井戸：2014年5月から2023年3月までの 

奇数月に調査した． 

 民間井戸：2014年から2022年までの毎年9月に調査した． 

２ 調査地点 

図1の地下水位観測井戸38地点，民間井戸64地点につい 

て調査した． 

３ 分析方法 

モール法で測定した. 

 

＊ 現 徳島県立中央病院 
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